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■
「
隔
離
」
が
危
機
を
招
く

　
〇
七
年
七
月
現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
地
区
は
人
道
的
危
機
を
迎
え
て
い

ま
す
。
六
月
中
旬
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
ガ

ザ
地
区
の
治
安
掌
握
以
降
、
そ
の
治
安

状
況
は
格
段
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
家

族
連
れ
が
海
水
浴
に
出
か
け
た
り
、
結

婚
式
に
出
か
け
た
り
、
夜
中
ま
で
町
を

歩
く
光
景
を
目
に
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
同
時
に
ガ
ザ
地
区
は
外
の

世
界
か
ら
隔
離
さ
れ
、
経
済
と
生
活
環

境
は
悪
化
、
人
々
は
将
来
の
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
人
間
の

大
地
」
は
、
食
料
と
清
潔
な
水
と
衛
生

環
境
の
充
分
な
確
保
が
で
き
な
い
現
在

の
状
態
は
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
間
で

の
感
染
症
や
栄
養
失
調
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
連
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｗ
Ａ
）
は
七
月
十
五
日
、
ガ
ザ
地
区

が
人
道
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
し
て

緊
急
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■ 

危
機
に
囲
ま
れ
た
生
活

◎
食
料
危
機
・
ガ
ザ
地
区
の
人
々
の
約

八
割
は
援
助
機
関
か
ら
の
食
料
支
援
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
以
前
ガ
ザ

地
区
が
緊
急
事
態
と
さ
れ
た
〇
二
年
時

の
五
割
か
ら
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
多
く
の
家
庭
が
食
料
購
入

の
た
め
に
財
産
の
売
却
や
借
金
を
し
て

い
て
、
新
た
な
緊
急
事
態
を
乗
り
き
る

余
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
道
支
援
と
し

て
配
布
さ
れ
る
食
料
で
は
充
分
な
栄
養

を
確
保
で
き
ず
、
新
鮮
な
野
菜
や
肉
が

必
要
な
の
に
、
価
格
の
高
騰
に
よ
り
さ

ら
に
手
が
届
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
公
共
保
健
の
危
機
・
食
料
や
医
薬
品

に
加
え
、
全
て
の
資
機
材
が
ガ
ザ
地
区

へ
運
搬
さ
れ
な
け
れ
ば
「
人
道
的
お
よ

び
公
共
保
健
の
危
機
」
に
直
面
す
る

と
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は
発
表
し
て
い
ま

す
。
家
屋
破
壊
さ
れ
た
難
民
の
住
宅
建

設
や
汚
水
処
理
工
場
建
設
、
保
健
所
建

設
な
ど
に
必
要
な
建
設
資
材
の
欠
乏
に

よ
り
、
人
道
的
目
的
の
建
設
事
業
が
中

断
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ザ
地
区
で
は
毎
日
四
〜
五
時
間
停

電
に
な
り
ま
す
。
発
電
所
の
修
理
や
電

力
容
量
増
加
の
た
め
の
機
材
が
持
ち
込

め
な
い
た
め
で
す
。
早
急
に
修
理
が
さ

れ
な
け
れ
ば
、
発
電
所
自
体
が
停
止
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
電
気
の
供
給
の

制
限
や
停
止
は
、
水
の
供
給
の
停
止
や

食
料
の
腐
敗
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
汚
水
処
理
場
建
設
停
止
の
た

め
、
未
処
理
の
汚
水
が
貯
水
池
に
溜
ま

る
ば
か
り
で
す
。
〇
七
年
三
月
に
は
、

あ
る
村
で
貯
水
池
が
決
壊
し
て
村
が
汚

水
に
浸
水
し
て
し
ま
い
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
緊

急
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
経
済
危
機
・
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
出
稼

ぎ
は
で
き
な
く
な
っ
た
ま
ま
で
す
。
ま

た
、
ガ
ザ
地
区
の
限
ら
れ
た
工
業
は
、

原
材
料
の
九
五
％
、
機
材
や
修
理
部
品

の
八
〇
％
を
輸
入
に
頼
り
、
逆
に
生
産

物
の
多
く
を
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
輸
出
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
境
界
が
完
全
に
閉
鎖

さ
れ
て
か
ら
の
一
ヵ
月
で
、
三
千
百
九

十
の
工
場
・
企
業
が
閉
鎖
さ
れ
、
少
な

く
と
も
六
万
五
千
八
百
人
が
臨
時
に
解

雇
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
帰
宅
拒
否
・
エ
ジ
プ
ト
と
の
境
界
も

閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
、
ガ
ザ
地
区
の
住

民
六
千
人
以
上
が
エ
ジ
プ
ト
側
で
待
た

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
境
界
沿
い
の

民
家
か
ら
食
料
の
施
し
を
受
け
る
な
ど

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
協

力
団
体
の
代
表
も
、
国
際
会
議
に
出
る

た
め
六
月
初
旬
に
ガ
ザ
地
区
を
離
れ
て

か
ら
、
約
二
ヵ
月
間
エ
ジ
プ
ト
で
足
止

め
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

緊
急
支
援
を
再
開

　
こ
の
状
況
を
鑑
み
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
緊

急
支
援
を
再
開
し
ま
し
た
（
下
囲
み
を

参
照
）。
前
回
実
施
し
た
同
様
の
ガ
ザ

緊
急
支
援
は
、
政
治
的
・
経
済
的
回
復

の
兆
し
が
見
え
た
こ
と
で
一
旦
は
終
了

し
た
も
の
の
、
新
た
な
人
道
危
機
に
見

舞
わ
れ
、
今
回
支
援
再
開
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
政
治
的
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
の
は

い
つ
も
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
の
緊
急

支
援
で
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人道的危機に直面するパレスチナ・ガザ地区
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◆
栄
養
食
と
調
理
指
導
を

　
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
人
間
の
大
地
」

を
通
し
て
実
施
す
る
今
回
の
支

援
は
、
急
増
が
予
想
さ
れ
る
栄

養
失
調
児
と
、
小
麦
粉
な
ど
に

含
ま
れ
る
グ
ル
テ
ン
を
消
化
で

き
な
い
セ
リ
ア
ッ
ク
病
の
幼
児

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
栄
養

失
調
児
に
は
、
前
回
の
緊
急
支

援
と
同
様
に
、
栄
養
食
を
提
供

す
る
と
同
時
に
母
親
へ
の
栄
養

教
育
や
調
理
指
導
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
セ
リ
ア
ッ
ク
病
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
グ
ル
テ
ン
が

含
ま
れ
て
い
な
い
小
麦
粉
の
提

供
と
母
親
へ
の
調
理
指
導
を
行

な
い
ま
す
。

　
支
援
を
開
始
し
て
か
ら
、
一

週
間
で
三
十
人
以
上
の
栄
養
失

調
の
子
ど
も
が
新
た
に
通
院
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
日
は

私
た
ち
の
予
測
を
上
回
り
、
毎

日
新
た
に
約
三
十
人
も
の
子
ど

も
た
ち
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て

お
り
、
事
態
の
深
刻
さ
に
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
〇
七
年
三
月
ま
で
の
ガ
ザ
地
区
へ

の
緊
急
支
援
に
関
し
て
は
、
本
誌

二
百
六
十
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

■新たに栄養センターに通うことになった
　子どもとお母さんたち
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